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ご支援ください　－富田裁判－

〈私のような綴喜抗二度とおき樹，＼ように）

今から7年前のim12年に介護老人像縫施設「明
けの星」を持づ園庭法人福生会多田羅内科から、再三

にわたる要請を受け、看護語長として転戦しました。

そこで異常な長時間労働・過重労働・パワハラなどを

受け、わ“効、1年2ケ月足らずで「うつ病」を発症す
るに至りました

「労働災害」として申請しましたが、多田羅内科で

は職員に対して厳しい籠口合、いわゆる口止めがさ
れ続け、過酷な労働実態は全く明らかをこなりませんで

した。また、労働基避難曙では、担当詑督南から、
「生きていて労災申請するのか図々し団などのパ

ワハラを受けました。16ケ月以上の期間を要し、結局

労災は認められませんでした。その後も審査諮求・再

審査請求ともに「棄却」と側聞動き出されてしまいま
した。

被災から6年余り、裁判を掘起してすでに2年余り、
く詣歳になった秘も体力・梼抽力ともに厳しい状況で

すこ「うつ病」は6年余りが経った今も、2週間ごとの
通亮が欠かせませんbまた、ストレスにより発症した

突発I頚髄の後遺症である、高度の難聴・尊意り・めま
いの症状も加わり、日々苦しい状態淵勅、ていますこ

皆さん、幼15年に起きた大手広告代理店で、大学卒

案からわずか9ケ月で過労自殺に追い込まれた両誌ま
つりさんの事案をご記憶ではないでしょうれ東京で

起きた自分たちとi粥秦の無い、特別な出来事であると

お考えではないでしょうれ
鎮）14年にはr過労死等諜帥：対策推進法」が成立した

のにもかかわらず、高橋まつりさんの事案を始め、同

様の事案が全国で次々に起きていますこ仕事が原因の
1過労死・過労自殺・うつ病などの梼相乗患、脳・′軸蔵

の疾患」が増え続けています；
この四国でも、愛媛県で大学卒業績薗開山、わずか6

ケ月で過労自殺をした青年がいます：高知県でも同棲
の事案が起きています；亡くなられた方々が、特別に

弱虫であったということ（赦してありませんbむしろ

責駐感の強いまじめな方々であったので丸

私の裁判もいよいよ大きな山場を迎えています；皆
さま、お忙しい中ですが、この賛田裁判にご関心をお

雷をくださいどうかわたしのような被害を、この香
川で二度と出さないためにも、この裁判へのご支援を

よろしくお願いいたします；

（原告：賀田都子）
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いよい 証人轟高

10月1日（火）10：00－16：30

－　高松地方裁判所　4階　第2号法廷一一一イ

）

※証人尋問は、10／lと10／11の2日間です

当日、証人の交代及び休憩があります。

10時～12時 �13時～15時 �15時～17時 

10月1日（火） � � � 

10月11日（金） � � � 

裁
判
の
山
場

傍
聴
席
を
満
席
に
！

仕
事
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
か
ら
病
気

を
発
症
し
た
青
田
都
子
さ
ん
は
、
ご

主
人
と
と
も
に
労
災
認
定
を
求
め
今

回
の
裁
判
を
た
た
か
つ
て
今
年
7
月

で
2
年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
に
電
話
会
議
を
含
め
1

2
回
の
公
判
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公

開
さ
れ
た
第
7
回
か
ら
第
1
1
回
の

公
判
で
は
、
我
々
の
仲
間
が
傍
聴
席

を
溢
れ
さ
せ
る
結
集
を
図
り
ま
し
た
。

次
回
1
0
月
1
日
か
ら
は
証
人
尋

問
が
始
ま
り
、
1
0
月
1
日
の
尋
問

で
は
原
告
側
2
名
、
被
告
側
4
名
の

証
人
が
出
席
し
、
朝
か
ら
夕
方
ま
で

公
判
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

今
ま
で
の
原
告
側
が
明
ら
か
に
し

て
き
た
賀
田
さ
ん
の
働
き
方
を
証
明

す
る
場
に
な
り
ま
す
。

2
日
目
の
1
0
月
1
1
日
に
は
、

職
場
の
理
事
長
、
事
務
長
、
蜜
田
さ

ん
本
人
が
証
人
と
し
て
出
席
し
ま
す
。

今
ま
で
の
公
判
と
は
異
な
り
、
長
時

間
の
傍
聴
と
な
り
ま
す
が
、
真
実
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
原
告
側

証
人
の
後
押
し
、
被
告
側
証
人
へ
の

監
視
・
圧
力
の
た
め
、
裁
判
の
山
場

で
あ
る
今
回
の
証
人
尋
問
、
今
ま
で

と
同
じ
よ
う
に
傍
聴
席
を
満
席
さ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
に
傍
聴
へ
の
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
副
会
長
・
岩
部
乃
之
）



重患襲黒製法聖恐 
東 一塁瀕暴言書／一一∴一 盛半堕し 

i∵裳の人は無罪に
発露で善しGAUとき繍南部

．頂持e．．59regで種t・「′雪

●rJ的nして∴‡き裏湊e鈍磨

【6Il於：田町にて　救援会と合同宣伝l

ヽ 占 �真∴子∴率諦 

卓諺 

J l � �・′＼ゝ－一°”SS耐 ノ●． ．精銅東国蕎園田 

【8俄2　於：三越前】

署名をお寄せください 

街
頭
宣
伝
行
動

豊
∵
竜
嬰

こ
れ
ま
で
「
支
援
す
る
会
」
は
、
三

回
【
6
／
1
（
田
町
）
、
6
／
1
7
（
三

越
前
）
、
8
／
2
2
（
三
越
前
）
】
街
頭

宣
伝
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
「
昼
休
み
行
動
」
　
と
し

て
市
民
に
裁
判
支
援
を
訴
え
ま
し
た
。

回
を
重
ね
る
毎
に
少
し
ず
つ
で
は
あ

り
ま
す
が
、
市
民
か
ら
の
関
心
が
署

名
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

裁
判
も
い
よ
い
よ
証
人
尋
問
に
な

り
、
大
き
な
山
場
を
迎
え
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
署
名
を
集
め
、
裁
判
官
に

「
県
民
注
視
の
も
と
に
裁
判
が
行
わ

れ
て
い
る
」
と
の
認
識
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

次
回
1
0
月
1
日
の
裁
判
当
日
に

も
署
名
を
提
出
し
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
目
標
に
届
い
て
い
ま
せ
ん
。

8
月
6
日
の
事
務
局
会
議
で
は
、

各
団
体
が
全
力
を
あ
げ
て
署
名
に
取

り
組
む
こ
と
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

署
名
活
動
に
全
力
を
ー
・

建
交
労
は
、
組
合
員
一
人
当
た
り

署
名
用
紙
・
一
〇
枚
を
目
標
に
「
集

め
集
め
切
り
」
、
そ
し
て
、
全
国
大
会

で
も
支
援
要
請
を
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

県
労
連
、
医
労
連
、
新
婦
人
、
救

援
会
等
々
、
支
援
す
る
会
の
各
団
体

も
改
め
て
、
「
署
名
重
視
」
の
取
り
組

み
を
確
認
し
ま
し
た
。


